
（参考様式４） 

              事業活用活性化計画目標評価報告書 

 

活性化計画名 

 

 霧島市霧島地区活性化計画 

 

計画主体名 

 

計画主体コード 

 

計画番号 

 

計画期間 

 

実施期間 

 

 霧島市 

 

 ４６２１８７ 

 

   １ 

平成21年度～ 

平成25年度 

平成21年度～ 

平成22年度 

 

活性化計画の区域   

 

 鹿児島県霧島市霧島地区 

 

１ 事業活用活性化計画目標の達成状況 

 

事業活用活性化計画目標 

 

 

目標値Ａ 

 

 

実績値Ｂ 

 

 

達成率（％）

Ｂ／Ａ 

 

備  考 

 

 

交流人口の増加 

   ％ 

  15.92 

 ％ 

  11.48 

    ％ 

   72.11 

 

 

地域産物の販売額の増加 

（黒豚・堆肥） 

   ％ 

 131.62 

 ％ 

  76.88 

    ％ 

  58.41 

 

 

地域産物の販売量の増加 

（黒豚） 

   ％ 

 113.10 

 ％ 

  80.61 

    ％ 

   71.27 

 

 

地域産物の販売量の増加 

（堆肥） 

   ％ 

 87.21 

 ％ 

 -4.37 

    ％ 

   -5.01 

 

 

 

（コメント） 

・交流人口の増加についての推移を見ますと計画前５ヵ年の実績に対しては伸

びておりますが、計画期間５ヵ年の計画に対して５０万人ほど不足しておりま

す。要因としましては平成２２年の口蹄疫の発生、その後、新燃岳の噴火によ

る入山規制などの影響があり観光客等の入込み客数の減少があったと思われま

す。 

・地域産物の販売については、施設整備の段階で一部工事の遅れなどが生じた

事もあり実際の稼働計画に対しての子豚の導入が安定せず販売量を確保できて

いない状況であったようです。副産物の堆肥販売も堆肥の品質は向上しました

が、全生産量が販売までに至っていない状況があります。 

 

 



２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

事業メニュー名 

 

   事業内容及び事業量          

 

事業実施主体 

 

「高生産性農業

用機械施設」 

肥育舎（木造平屋建スレート屋根3棟421.2㎡

×3棟＝1,263.6㎡）、子豚舎（木造平屋建ス

レート屋根1棟259.2㎡）、分娩豚舎（木造平

屋建スレート屋根1棟272.16㎡）、交配・妊

娠豚舎1棟（木造平屋建スレート屋根1棟387.

0㎡）管理棟（木造平屋建1棟70.2㎡）農機具

庫（木造平屋建1棟48.0㎡） 

 

農事組合法人 

霧島高原純粋 

黒豚牧場 

 

管理主体 事業着工年度 事業竣工年度 供用開始日 

農事組合法人 

霧島高原純粋 

黒豚牧場 

  

 平成21年度 

 

 平成22年度 

 

平成23年3月25日 

 事業の効果 

本事業により施設整備を行ったことで畜舎周辺の環境整備が整いました。その結

果、生産効率の向上と飼育する豚へのストレスが軽減され、肉質向上の成果があ

りました。地域産物としての黒豚肉の販売についてはブランドの確立へ繋がって

いる事と思います。 

    

 

事業メニュー名 

 

   事業内容及び事業量          

 

事業実施主体 

 

「リサイクル施設」 

 

 堆肥処理施設１機 

 発酵槽容積 41㎡ 

 処理能力 1日/4.5ｔ 

農事組合法人 

霧島高原純粋 

黒豚牧場 

管理主体 事業着工年度 事業竣工年度 供用開始日 

農事組合法人 

霧島高原純粋 

黒豚牧場 

  

 平成21年度 

 

 平成22年度 

 

平成23年3月25日 

事業の効果 

強制醗酵を行う事で堆肥の処理能力も上がり、高温醗酵によってアンモニア

臭のしないサラサラとした完熟堆肥の生産が出来ています。 

 

 

３ 総合評価 

（コメント） 

・本事業に取り組んだことで、かごしまブランドである「かごしま黒豚」の生産性向



上が図られ、販売量、販売額の増加と農業経営の安定、地域の活性化に繋がっていく

ものと思われ一定の成果が得られたと思います。 

  

・交流人口の増加については、法定伝染病の発生や自然災害の影響を受けたも

のの総体的に見ますと計画年後半には以前の水準以上の実績が出てきており計

画目標に向けて今後も取り組んで行きたいと思います。 

 

・地域産物の販売量・販売額の増加で、黒豚肉の販売については概ね達成でき

ていますが、堆肥については良質な製品が出来ても全てが販売に繋がらなかっ

た事が課題となりました。販売できなかった製品は、無償譲渡の方法をとって

農地へ還元していますが、今後は地域の農家と連携し堆肥利用の促進と販売に

繋がるよう計画目標に向けて取り組んで行きたいと思います。 

 

４ 第三者の意見 

（コメント） 

  本施設は，安心安全な黒豚の安定供給とブランド確立のため，一貫生産施設と資

源循環施設として堆肥処理施設を整備し，地区内の飲食店や物産館，宿泊施設での利

用促進により観光客等の入込の増加を図ることを目的に整備されたものである。 

 

  計画目標の達成状況をみると，交流人口，販売額とも未達成である。 

交流人口の増加については，口蹄疫や大雨災害による県道２号線の国分霧島間の

通行止めが長引いたこと，また新燃岳噴火による立入規制等の影響が大きいと思わ

れ，これらを考慮すると交流人口の増加目標は十分達成出来たものと考える。 

  

  黒豚の販売量については，目標値に対して 71.27％という結果でありますが、計画

前５ヵ年の実績は上回っており一定の効果はあったものと考える。 

   堆肥の生産量については，目標値に対して-5.01％という結果であり，現状を考え

ると今後においても目標達成はかなり厳しいものがあると考える。 

 

  黒豚・堆肥の合わせた販売額については，目標値に対して 58.41%という結果であ

り，計画前５ヵ年の実績は上回っており一定の効果はあったものと考える。 

 

評価内容について概ね妥当であると考えるが，今後目標達成できなかった要因に

ついて具体的に改善の取組みをされ目標が達成されることを期待します。   

 

（鹿児島県霧島市霧島 枦野地区自治公民館長；川野 茂樹） 

 

 



【 記入要領 】 

 (1) 計画主体コード、計画番号は年度別事業実施計画に記入した番号とすること。 

  (2) 「１ 事業活用活性化計画目標の達成状況」のコメントには、目標が未達成となった場

合は、その理由を記入すること。また、達成状況が低調である場合は実施要綱第８の２

の（１）及び（２）に基づき改善計画を作成し、農林水産大臣に提出すること。 

  (3)「２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果」は事業メニュー毎に作成する

こと。また、「事業の効果」には事業の実施により発現した効果（農山漁村の活性化に

関連する効果）を幅広に記入すること。 

   


